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ればならないとき、いろいろな事情を考慮して、自分
が代表する人びとの利益を最も反映させるように判
断するのが代議士の役割であり、私たちが選挙で選ん
でいるのはそのように判断を任せてもよいと思える
人物なのではないか。
　その意味で、極端なことを言えば、代議士が当選後
に主張をかえたとしても、それがその代議士が代表
する人びとの利益に合致しているのであれば、認めら
れるとする考え方も成り立つことになる。重要なの
は、当選時の立場を堅持することではなく、自身が代
表する人びととの連絡を密にしたうえで判断をくだ
すことということになる。
　日本では国会議員の定数削減が話題に上る。その
理由として、財政の緊縮化・効率化が挙げられる。こ
れに対して、マレーシアでは国会・州議会ともに議
員定数を増やし続けている。このため各選挙区の有
権者数が少なくなり、ときには数十票差で当落が決
まることがある。議員定数が多くなるということは、
有権者一人ひとりの票の重さが相対的に重くなるこ
とを意味している。
　問題は、住民をうまく代表するにはどのように枠組
みを設定すればよいかということになる。マレーシ
アがこれまで積み重ねてきた工夫は、①歴史的にも
文化的にも背景が異なるボルネオ２州には半島部マ
レーシアよりも大きな比重の代表権を与えること、②
半島部でも農村部には都市部よりも代表の比重を高
くすること、③選挙区は地理的な境界に基づいて決め
るが、民族別に政党を作って連立させること、などで
ある。全国津々浦々まで１票の重さを等しくしようと
することによってではなく、地域や民族性によって１
票の重さをいろいろと調整することで選挙が「公正」
なものになるように試みている。その鍵は、有権者と
政治家の繋がりを密にすることだ。マレーシアの選挙
制度と選挙結果はそのような試みとして理解できる。
マレー人優遇ではないブミプトラ政策へ？
── マレーシアの知恵と心情
　最後に、選挙から４か月を経て、2013年９月16日の
マレーシア結成50周年をサバ州コタキナバルで迎え
た筆者の考えを記しておきたい。本研究会の議論から
はやや外れており、また、具体的なデータに基づく論
証ではなく筆者の印象による部分が多いが、マレー
シア社会のあり方についての一つの見方として提示
したい。
　今回のマレーシアの総選挙の結果とその後の政治
状況について、さまざまな「不思議」が指摘されてい
る。得票数では野党連合の方が多かったのに、議席数
では与党連合が野党連合を大きく上まわったこと。
その大きな理由は都市部と村落部で１票の重みが異
なることで、マレーシアの多くの人びともそのこと
を理解しているが、それでもその状況を積極的に変
えようとする動きがあまり見られないこと。しかも、
選挙区割りが憲法で規定されており、今回の総選挙で
与党連合は国会で憲法改正に必要な議席数を得られ
なかったため、このままでは選挙区割りの変更がで
きないこと。都市居住者を中心とする野党支持者はか
つてないほどの大きな規模で選挙の無効を訴える抗
議集会を行ったが、抗議集会を超えて政府を倒す具体
的な動きにはつながっていないこと。また、選挙結果
と直接関係ないが、ナジブ首相が総選挙後にブミプ
トラを優遇する方針を発表したことも一部では驚き
をもって迎えられた。これらの「不思議」をどう理解
すればよいのか。
　マレーシアの選挙で興味深いことの一つに、かな
りの数の人びとが実際の居住地ではなく生まれ故郷
で有権者登録していることがある。就職や結婚などに
よって生まれ育った土地を離れても、現在の居住地に
有権者登録を移さない人はかなり多く、マレーシア
では総選挙のたびに投票のための帰省ラッシュが報
じられている。
　今回の選挙結果を都市部と村落部の対立の構図で
捉えようとする説明がある。クアラルンプールやそ
の近郊の都市部には現政権に批判的な人びとが多い
が、村落部（半島部の村落部およびサバ州・サラワク州）
には現政権の支持者が多く、都市部でいくら野党連合
が支持を集めても１票の格差のために全体で与党連
合が過半数を占める仕組みになっているというのが
野党連合支持者の批判だ。しかし、実際の居住地と有
権者登録地の食い違いについての資料がないので具
体的な割合を示すことはできないが、都市部居住者に
は村落部出身者が少なくなく、選挙では生まれ故郷で
ある村落部に帰省して投票している。都市部の有権者
と村落部の有権者をどう線引きすればよいのか。
　この問いはさまざまな角度から検討することがで
きるだろうが、ここではサバ州とサラワク州に目を
向けて考えてみたい。2013年５月の総選挙後、ナジ
ブ政権はサバ州やサラワク州に対する開発プロジェ
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クトを積極的に進めている。サバ州もサラワク州も
住民の多数はブミプトラだが、マレー語を日常的に
話し、イスラム教を信奉し、マレー人の慣習に従う
という意味でのマレー人ではない。サバ州やサラワ
ク州のブミプトラの多くはマレー語以外の言葉を母
語とし、非イスラム教徒も少なくない。
　半島部マレーシアだけ見ていると、ブミプトラと
はマレー人であり、非ブミプトラとは華人とインド人
であり、したがって「ブミプトラの優遇」とは華人や
インド人に対してマレー人を優遇することと理解さ
れるのが一般的だろう。しかし、ブミプトラが多様
な民族集団から成り、マレー人がその一部にすぎな
いサバ州やサラワク州では、「ブミプトラの優遇」とは
マレー人の優遇をただちに意味しない。マレー人を
含む半島部の住民に対してボルネオ島のブミプトラ
諸族を優遇するという文脈で使われることもある。
　半島部出身のマレー人であるナジブ首相が、サバ
州とサラワク州のブミプトラの優遇を約束した。与党
連合BNの総裁として、BN政権を維持するには大票
田であるサバ州とサラワク州の支持を確保しなけれ
ばならないという背景がある。しかも、サバ州とサ
ラワク州は1票の重みが相対的に重いため、より厚く
手当てしなければならない。そこにはナジブ首相の
個人的な考え方も反映されているかもしれないが、興
味深いのは、ナジブ首相の態度がマレーシアの政治
制度と政治状況に導かれた結果であることだ。
　1963年のマレーシア結成の際に合意されて連邦憲
法に反映されたことがらの一つに、「連邦政府におけ
るサバ州とサラワク州の代表は人口比のみによって
ではなく両地域の潜在的な発展可能性も考慮して決
める」という項目があり、そのためサバ州とサラワク
州では１票の重さが半島部マレーシアよりも重くさ
れてきた。半島部マレーシアが物質的な開発という目
標の前にまとまっている限りサバ州とサラワク州は
少数派だが、半島部マレーシアが十分に開発を遂げ、
物質的な開発以外の価値を巡って国論が分かれるよ
うになると、サバ州とサラワク州の支持を取り付け
る必要が生じ、そのため物質的な開発の面で遅れが
ちだった両州に対する優遇政策を進めなければなら
なくなる。
　これは首相や他の政治指導者の個人的な思いやり
のためではなく、憲法を頂点とする法制度によって
ゲームのルールがそのように定められているため、
そこから逃れることはできない。興味深いのは、マ
レーシアの人びとがそのような仕組みを自分たちで
作り、そしてその仕組みによって自分たちを縛り、
サバ州やサラワク州に開発の恩恵を届けようとして
いることだ。もちろん、この仕組みを作ってきた人
びとが今日の事態を想定していたわけではないだろ
うが、マレーシア社会の集合的な意志がこのような
仕組みを作り上げてきたように思えてならない。
　また、このようなマレーシアの集合的な意思（あるい
は知恵）は、現政権の支持者だけでなく現政権に批判的
な人びとの間でも共有されているとも考えられる。ク
アラルンプールやその近郊の都市部に住み、現政権を
批判し、ブミプトラ優遇政策を批判する人たちも、実
はサバ州やサラワク州などの生まれ故郷で有権者登録
をしており、生まれ故郷の発展を思って投票する人が
少なくない。都市部に居住していても、有権者としては
都市部住民ではなく村落部住民だということになる。
　都市部住民には、現政権に批判的な人が多いとい
う。野党主催の抗議デモには数万人が集まる。都市部
の大学で教える大学教員も、現政権に対して批判的な
内容の発言をする人が少なくない。都市に住む知識人
として、そしてとくに非マレー人の場合は民族的少
数派として、公の場で政府のブミプトラ優遇政策を批
判しないわけにはいかないという事情はあるだろう。
しかし、個別に話を聞くと、連邦政府がサバ州やサラ
ワク州に開発の恩恵を与えることを支持している人
も少なくないという印象がある。
　人間は気を抜くと楽をして自分だけ儲けようとす
るものだという理解のもと、政府に対して監視の目を
光らせ、少しでも悪い方向に向かう兆しがあれば直ち
に批判の声をあげなければならない。しかし、現政権
を別の政権に替えれば問題がすべて解決するわけで
はない。権力は例外なく腐敗するものであり、別の政
権になったところで似たような問題から逃れること
はできない。監視の目を光らせながら、そして何か
あったらいつでも別の政権に交代させるという本気
の度合いを見せながら、その時どきの政府に統治さ
せるのが最善の手ということになる。
　多少の問題があるとしても、白黒をはっきりつけさ
えすれば問題がすべて解決するというわけではなく、
多少の問題を抱えながらそれを乗りこなしていかな
ければならない。都市部に住む野党支持者が現政権へ
の抗議集会に集まってもそれ以上の具体的な動きに
結びつかないことの背景には、そのような心情があ
るのではないだろうか。
